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研究成果の概要（和文）：本研究は、防犯カメラの映像情報等から適切な特徴量群を抽出し、路上におけるひっ
たくりの発生を自動検知する知的防犯カメラシステムについて検討した。特にひったくりの発生を正確に自動検
知するとともに自動通報と証拠記録を実行可能な高性能次世代型知的防犯カメラシステムおよびその要素技術の
開発を目的として行われた。
犯行の自動検知を効果的に行うため，人工知能システムを活用した犯罪検知システムを構築し検証した．その結
果，機械学習アルゴリズムを適切に応用することによって検知対象とするひったくり犯罪を高精度に状況判断す
るとともに自動検知出来ることを示した.これらの成果をいくつかの査読論文として発表した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we focused on an intelligent security camera system for 
automated detection of snatching incident. Also, BSAM(Basic Snatching Action Model) is presented to 
give a definition of the snatching incident. The localization of moving objects in a video stream 
and human behavior estimation are key techniques for the developed system. Some motion 
characteristics are determined from video streams, and using machine learning systems, the system 
automatically classifies the situation of the video streams into criminal or non-criminal scenes.  
After constructing the classifier system, we use test sequences that are continuous video streams of
 human behavior consisting of several actions in succession. We consider four types of scenarios for
 the experiments of the snatching incident. The experimental results show that the system can 
effectively detect criminal scenes at high accuracy. These results are published as some 
peer-reviewed papers. 
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１．研究開始当初の背景
雇用情勢の悪化や不況の長期化に伴って，
都市部および都市近郊におけるひったく
り・窃盗・ひき逃げ・拉致誘拐・空き巣な
どの犯罪行為が多発し，社会の安全を脅か
す事件が頻発している．警察庁犯罪情勢報
告によれば，平成 24 年度における全国の
重窃盗犯（住宅侵入窃盗，自動車窃盗，ひ
ったくり，スリ）の認知件数はそれぞれ
60,938 件，21,070 件，10,038 件，5,454
件であり，これらの犯罪行為が日常的に発
生していることが示されている．特に，
「ひったくり」は 10,038 件の認知件数に
対して 4,647件の検挙数であり，検挙率は
半分以下の 46.1 ％である．ひったくりの
検挙率が低い理由は，犯人検挙につながる
手がかり・証拠が比較的少ないこと，およ
び被害者に高齢者や女性など社会的弱者が
多く，ゆえに即時対応がとれず初動捜査が
遅れるためである．ひったくりは，その実
行の容易さから模倣性が高く頻繁に発生す
る犯罪行為であり，女性や高齢者等の社会
的弱者が狙われやすいという特徴がある．
殊に高齢者が被害者となった場合，突然の
ひったくり被害に遭うことによって転倒・
負傷し，大怪我を負うケースや死亡するケ
ースもある極めて悪質な犯罪である．
そのため，犯罪行為の自動検知・自動通報
を行う次世代型の知的防犯カメラシステム
を開発し，これを犯罪が起きやすい場所や
人気のない場所に設置すれば，安価かつ効
果的な防犯の実現が期待される．

２．研究の目的
本研究では，映像から抽出した人物領域の
動き情報を用いて行動を解析し，機械学習
によって「ひったくり」の自動検知を行う
ことを試みる．このとき，いくつかの異な
る状況下における複数のひったくりパター
ンを対象として実験を行い，ひったくり発
生の有無を検知する．そのため，人物の挙
動パターンに注目した基本ひったくり挙動
モデルを定義するとともに，機械学習シス
テムを用いて事件発生を自動検知すること
を試みる．
これまで，ひったくりに関して基本ひった
くり挙動モデル（BSAM）のような個別
犯罪行動の数式モデルは未だ提案されてい
ない．そのため，本研究では，まず，ひっ
たくりとその行動モデルについて考察して
いる．次世代型知的防犯カメラシステムの
開発により，市民生活の安寧と社会安全の
維持向上に貢献することを目指す．

３．研究の方法
本研究では，映像から抽出した人物領域の
動き情報を用いて行動を解析し，機械学習
によって「ひったくり」の自動検知を行う
ことを試みる．このとき，いくつかの異な
る状況下における複数のひったくりパター

ンを対象として実験を行い，ひったくり発
生の有無を検知する．そのため，人物の挙
動パターンに注目した基本ひったくり挙動
モデルを定義するとともに，SVM 等のい
くつかの機械学習システムを用いて事件発
生を自動検知することを試みる。また、固
定型カメラや移動型カメラによる映像検知
処理の可能性についても検討する。

図 1 SVMによる機械学習

ひったくり発生状況として典型的なパター
ンは人気の無い路上における背後からのひ
ったくりであり，路上に被害者と犯人のみ
が存在するケースが多い．なお，犯人は徒
歩やバイク，自動車等を犯行と逃走の手段
として用いることがあるが，本研究では自
転車を用いた犯行と徒歩による犯行の 2
つの実行手段を想定して実験を行った．す
なわち，被害者と自転車に乗車した犯人そ
れぞれ 1名ずつが路上に存在するケース，
および被害者と徒歩の犯人それぞれ 1 名
ずつが路上に存在するケースを想定した．
なお，他者が路上に存在する場合や，複数
犯の場合，バイク・自動車等を用いた場合，
雨天や夜間に発生した場合，被害者が抵抗
し犯人と揉み合う場合等については今後の
課題とし，本稿では扱わない．すなわち，
人気の無い道路において自転車に乗った犯
人 1名と被害者 1名が存在する街路上で，
「ひったくり有り」と「追い越し」のシー
ンを再現した．
また，カメラに対して「近づく方向」およ
び「遠ざかる方向」で撮影する．これによ
り路上のひったくりで生じる主要な 4 種
類のシーン（ひったくり有り・近づく方
向)，（ひったくり有り・遠ざかる方向），
（追い越し・近づく方向），（追い越し・遠
ざかる方向）が得られる．ここで「追い越
し」のシーンは犯人役がひったくりを行わ
ず被害者役を追い越す状況であり，「ひっ
たくり有り」では被害者役が持つカバンを
背後から近づいた犯人役が奪取して逃走す
る状況とする．従って，ひったくり発生時
に起きる状況として合計 4 種類のシーン



図 2 再現シーンの一部

を再現している．また，徒歩を実行手段と
するケースについても上記と同様に 4 種
類のシーンを撮影した．

４．研究成果
本研究では，市民生活と社会安全の維持向
上に貢献するため，様々な犯罪行動のうち
「ひったくり」を自動検知する次世代型知
的防犯カメラについて検討し，路上で犯人
と被害者 1 名ずつが存在する基本的な状
況における犯罪自動検知の可能性を検討し
た．犯罪行動としてのひったくりパターン
を定義した基本ひったくり挙動モデル
(BSAM)を提案するとともに，機械学習
システムとして SVM(Support Vector
Machine）等、いくつかのアルゴリズムを
適用し、人物挙動に関する特徴量に基づい
てひったくり発生を自動検知するシステム
の構築を試みた．道路上の移動方向とひっ
たくりの有無を考慮した 4 種類のシーン
を想定するとともに，犯行実行手段として
しばしば用いられる自転車と徒歩を用いた
複数の状況に対する実験を行った結果，ひ
ったくり発生の有無を 90 ％以上の高い精
度で検知できることを示した。
今後の課題として，総合的な検知精度のよ
り一層の向上を図る必要がある．また，被
害者と犯人以外に他者が存在する場合や，
複数犯の場合，犯行手段としてオートバ
イ・自動車などが用いられた場合，雨天・
夜間の場合，被害者が抵抗し犯人と揉み合
う場合，オクルージョンが多発する場合な
ど，ひったくりに関する様々な状況の多様
性への対応および例外的なひったくり状況
に対しても柔軟な処理が可能なシステムを
検討することが必要である．特に、ドロー
ン等の自律移動型防犯ロボットが将来の実
用化に向けて世界各国で研究されているこ
とから、自動防犯ロボットおよび関連要素
技術の性能向上も図る必要がある。さらに，
優れた AI 技術を活用することによって，
多種多様な状況下でのひったくりや様々な
種類の犯罪行為に対応可能なスマートかつ
高精度な犯罪自動検知システムを研究・開

発する方針である．これにより、社会の安
全と人々の日常生活における安心を維持向
上させることに貢献していく。

図 3 自動検知検証実験の様子
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